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北海
道新時代 #01★ 　2018年 4 月 1 日から、道南バス株式会社（本社：室

蘭市）が運行する 3路線でアイヌ語による車内アナウ
ンスを実施しています。高速ひだか号（日高ターミナ
ル～札幌駅前）、特急ひだか号（日高ターミナル～苫
小牧駅前）、そして日高富川高校線（富川高校前～日高
ターミナル）の、いずれも平
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）において、「お降りの方はお知らせください。
／ラパン　ルスイ　チキ　ウンヌレ　ヤン」等のバス
利用者に対するご案内を日本語、アイヌ語の順に放送
しています。公共交通機関におけるアイヌ語アナウン
スの導入は、全国で初めての試みです。

＜アイヌ語の現状とプロジェクト始動の経緯＞
　日本列島北部周辺の先住民族アイヌは、独自の言語
であるアイヌ語を使用してきました。しかしながら、内閣官房アイヌ総合政策室北海道分室
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アナウンス実施をお知らせするポスター

高速都市間バスは室蘭車両（イメージ）
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実施することとなりました。
　アナウンス内容の検討、アナウンス原稿の執筆、解
説リーフレットの内容・デザインの検討等、各準備に
当たっては、道南バス株式会社、平取町アイヌ施策推
進課、北原准教授、平取町二風谷アイヌ文化博物館の
関根健司学芸員補、アイヌ工芸家の関根真紀さんによ
る検討委員会を立ち上げ、それぞれの専門の立場から
助言・協力をいただきました。
　バス車内等で配布するリーフレットには、アナウン
ス解説やアイヌ語のバス停名、アイヌ語由来の地名の
解説等を掲載しています。バス停の名称は、基本的に
付近の現在の地名や付近にある施設名等に基づいて設
定されていますが、昔と現在とで地名の位置が変わっ
ているケースが多くあり、当プロジェクトでは、バス
停名を日本語からアイヌ語に置き換えるに当たって、
可能な限り旧地名を掘り起こし（52箇所中18箇所）、
アイヌ語のバス停名としてご案内することとしまし
た。また、昔は存在しなかった施設等（例：学校、病
院など）を表現するための新しい言葉も作りました。
　検討委員会での議論を重ね、今年 2月、アイヌ語ア
ナウンスの収録を行いました。アナウンスは、アイヌ
民族の大学生でアイヌ語ラジオ講座の講師等を務める
関根麻耶さん（平取町出身）にお願いし、北原准教授、
関根健司さんによる発音指導の下、収録の現場におい
てもフレーズやトーンなどの調整が行われました。

明治以降、北海道への入植を進める政策によって、ア
イヌの文化は大きな打撃を受けるとともに、日本語を
使用しなければ社会生活を送ることが困難となり、役
場における手続など公的な場はもとより、日常生活に
おいてもアイヌ語を使用する機会が失われ、今日の言
語存続の危機を招く契機となりました。（2009年、ア
イヌ語はユネスコ（国連教育文化機関）により「極め
て深刻」な消滅の危機にあると指摘されています。）
　現状、アイヌ語の復興に向けた取組は、大学の授業
や各地で開催されているアイヌ語教室への参加など、
いわば特別な場での学習が主流となっているところ、
昨年春、北海道大学アイヌ・先住民研究センターの北
原モコットゥナシ准教授から、アイヌ語のさらなる普
及・復興のためには、アイヌ語が流れる公共空間を創
出することが重要であること、その第一歩の取組とし
て公共交通機関のアイヌ語アナウンス導入につきご提
案があったことをきっかけに、実現の道を模索し始め
ました。

＜アナウンス開始までの道のり＞
　いくつかの交通事業者に感触を伺う中、昨年 9月、
とりわけ日高・胆振地域において多くの路線を運行す
る道南バス株式会社が当プロジェクトの趣旨に賛同く
ださり、以後、具体的な検討を進めることとなりました。
　実施地域・方言の選定について、アイヌ語には方言
があり、隣り合った地域でも表現が異なる場合があり
ます。通過する地域によって表現が変わってしまうと
バス利用者に混乱を与えるおそれがあることを踏ま
え、まずは、ひとつの方言、特定のエリアに絞った方
が良いのではないかと考えました。
　そして、沿線にお住まいの方のご理解・ご協力を得
ながらプロジェクトを進めるに当たり、独自の文化を
継承し、アイヌ文化を中心とした街づくりに先進的に
取り組む平取町から、町民の皆さんへの周知をはじめ
とする積極的なサポートの表明があったことを受け、
平取町内の区間において沙流方言によるアナウンスを
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アナウンス収録の様子
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＜アイヌ語が自然に流れる公共空間を目指して＞
　約半年の準備期間を経て、アイヌ語車内アナウンス
開始日の前日である今年 3月31日、平取町内でお披露
目のセレモニーを開催しました。町民の皆さんと一緒
にバスの車内で初めてアナウンスを聞いた際、「俺が
住んでいる地域、今は○○と呼ばれているけど昔は○
○だったんだよなぁ」、「普段は車ばかりだけど、アナ
ウンスを聞くためにバスに乗ってみようかな」等のお
話を伺って、アイヌ語普及・復興のプロジェクトであ
ると同時に、自身が住む地域やその歴史、アイヌ文化
にあらためて触れていただく一助となることができた
のではと感じています。
　アイヌ語が自然に流れる公共空間が徐々に広がるこ
とによって、多くの方が最初はそれがアイヌ語だと気
付かない、あるいはアイヌ語だと気付いても意味まで

はわからないといった状況から、繰り返し耳にするこ
とでアイヌ語であることを知り、あるいはその意味や
アイヌ文化に関心を寄せ理解が深まっていく、本プロ
ジェクトがそのきっかけとなることを期待しています。

■ アイヌ語が響く公共空間を目指して ■

2018年 3 月31日スターティングセレモニーの様子（平取町にて）

車内配布リーフレットより


